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①入院申込書　②身元引受書兼診療費等支払保証書
③CSセット利用申込書（希望される方）　④ご入院に際してお伺いしたいこと
⑤保険外負担に関する同意書

①診察券　②印鑑　③マイナ保険証（マイナンバーカード）または資格確認
書　④公費受給証明書（福祉医療受給者証、特定疾患受給者証などお持ちの
方）　⑤負担限度額認定証（70歳未満の方）　⑥入院時食事標準負担減額認
定証（お持ちの方）　⑦労災関連書類（労災に該当する方）

※保険の変更、住所の変更があった場合は、すぐに①番入院受付窓口へご連絡ください。
※主治医より、これから治療されるご病気について、労災との関連があると診断された
　方は、医療事務室までお申し出ください。今後の医療費についてご説明します。

入院されるにあたり

入院の手続き

提出書類

持参品

その他

　当院は、入院される患者さんが療養に専念され、１日でも早く健康を回復されますよう心から願っ

ております。

　入院に際しましての手続き・生活の決まりは次のとおりになっていますので、患者さん・ご家族の方

も是非お読みになってください。

　当院はがん・呼吸器疾患の専門病院として、市内外の急性期治療を必要とする患者さんの受け入れ

を行っています。そのため、患者さんの病態が完全に改善されて退院されることが私たちの願いです

が、病院の役割上、病状経過により退院可能と医学的に判断された時、在宅医療への移行や、慢性期

の療養型病院への転院についてご相談申し上げることもありますので、ご理解ください。



下着類、寝衣（パジャマ）、タオル・バスタオル、洗面・入浴用具（洗面器・シャン
プー・リンス・歯磨き用品）、食事用品（箸・スプーン・湯のみ）、ティッシュ、履物
（病棟で履くすべりにくいもの）、イヤホン、現在使用されている薬とお薬手帳

入院時に直接必要のないものはお持ちにならないようにお願いします。特に貴重品・現金は必要以上
にお持ちにならないでください。
床頭台にセーフティボックス（金庫：無料）が設置してありますので、ご活用ください。
なお、カギの管理を各自でお願いします。

使用中のお薬及びお薬手帳やお薬の説明書について、診療の一環として確認
させていただくため入院の際はお持ちください。

血液をさらさらにするお薬を飲まれている方は、看護師にお申し出ください。不
要な出血を避けるためです。
例えば、バイアスピリン（アスピリン、ゼンアスピリン）、パナルジン（チクロピジン、ニチステートなど）、
プレタール（シロスタゾール、シロスレット、プレトモール、ホルダゾールなど）、ワーファリン（ワルファ
リンカリウム）、エパデール（イコサペント酸エチル、エパラ、ソルミランなど）などです。

★上記の身の回り品は、すべて病院内売店でも販売しております。
★履物はすべりにくいものを持参してください。スリッパやクロックスは転倒しやすいの
　で使用しないでください。
★CS（ケア・サポート）セットについて
　当院では、院内の感染対策とより手厚い看護を行うために、入院の際に必要となる
　「衣類、タオル類、日用品、紙おむつ類」を日額定額制のレンタルでご利用できるサー
　ビスを導入しています。ご希望の方はお申し出ください。

2

入院に準備していただくもの

「使用されているお薬」に関してお願い

身の回り品

携帯電話の院内への持ち込みに際してはマナーモードに設定してください。なお、手術室、診
察室での使用、多人数病室での通話は禁止しております。通話は各病棟デイルーム等で可能で
すが、他の患者さんのご迷惑にならないようご配慮ください。

入院される方の自家用車の駐車はご遠慮ください。やむを得ず駐車を希望される方は病棟師長にご
相談ください。（入院患者用の駐車場を用意してあります。）

カード式のテレビ、冷蔵庫を各ベッド横に設置しております。カードは各病棟の販売機（1枚1,000円＝
1,000度数）で購入してください。テレビは1,000度数で23時間31分、冷蔵庫は102度数で24時間ご利
用いただけます。テレビご使用時にはイヤホンをお使いください。イヤホンは各自でご用意ください
（院内売店でも販売しております）。カードを精算されたい場合は、外来ホール自動販売機前にテレビ
カード精算機がございます。

公衆電話は各病棟、外来ホール自動販売機前にありますのでご利用ください。

患者さんへのお願いと注意事項

各病棟にコインランドリー（有料）がございますのでご利用ください。（洗濯機１回100円、乾燥機40分100円）
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○医事受付横　　　　○病棟エレベーター前
○重症心身障害児（者）病棟入口　　○病棟のデイルーム

病室移動について：患者さんの状態により病室や病棟を変わっていただくことがありますので、ご
協力ください。

当院では、職員に対する謝礼は固くお断りしております。入院中
はもちろん、入・退院時における職員への謝礼などのご配慮はお
断りしております。
当院では、医療サービスの充実を図るため、「患者さんご意見箱」を設
置し、皆様からのご意見・ご要望を承っていますのでご活用ください。
　 「患者さんご意見箱」設置場所

主治医が退院を許可した後、退院の日時や手続き等については病棟師長の指示に従っていただきます。

入院中の過ごし方は、入院時病棟で看護師がご説明いたします。各病室に用意されている「入院のし
おり」もご覧ください。

他の患者さんに迷惑をかけるようなことがないよう、病院の規則をお守りください。
規則が守られない場合、診療をお断りすることや警察へ通報することがあります。

病院内及び敷地内での喫煙（電子タバコ含む）、飲酒は禁止となっておりますのでお守りください。

外出・外泊は、主治医の許可が必要です。前日までに「外出・外泊許可願い」を担当看護師へ提出してく
ださい。

院内には、売店、理容室、美容室、飲料自動販売機がありますのでご利用ください。

防犯上の観点から、病棟入口の自動ドア（１階、２階）を午後９時～翌朝午前６時まで施錠していま
す。施錠時間帯に緊急等の用により自動ドアからの出入りが必要となった場合には、自動ドア付近の
インターフォンによりドアロックの解錠をお伝えください。

個人情報保護法について：患者さん・ご家族の希望により、病
室の氏名を表示しないことが出来ます。また、面会や電話での
問い合わせについても案内をお断りすることができます。

診断書について：診断書の取り扱いは入院受付（①番窓口）で
行っています。入院中の診断書も同様です。

院内宿泊施設を遠方からの入院患者さんのご家族の支援を
目的に院内に設置しております。1人1泊2,200円（税込）。ベッ
ド・ロッカー・椅子・電気スタンド・カード式テレビを設置して
います。ご利用は入院受付（①番窓口）でお申し込みください。
（土・日・祝日は総合案内・夜間受付でお申し込みください）
なお、その際のお車の駐車は「1」の手続きに準じてください。
（現在利用を休止しています。）



３階病棟・結核ユニットの患者さんにご面会される方は感染防止のため専用のマスクを着用していた
だく必要がありますので、院内売店又は3階病棟の自動販売機でN95マスクを購入されるようお願いい
たします。

当院では感染症対策のため、入院患者さんとの面会および荷物の受け渡しについて、以下のとおり
ルールを設けております。

お食事は、医師の指示により患者さんの病状にあわせたものを用意しております。

入院中の食事管理等について
お聞きになりたい場合は、主治医や
看護師にお尋ねください。
適宜、栄養相談も実施しております。

なお、病状等により付き添いを希望される場合には主治医の許可を得て、「付き添い許可申請書」を提出
してください。　★付き添いに関する証明書は発行できませんのでご了承ください。

当院では、付き添いは原則として必要ございません。

また、飲食物の持ち込みは治療の
妨げや食品衛生上、問題になる場
合がございますのでご遠慮くださ
い。
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お食事について

入院患者との面会および荷物の受け渡しについて

付き添いについて

（選択メニュー食料理例）

※選択メニュー食

毎月1回選択メニュー食を 
ご用意しています。  
※常食を召し上がられる方対象
　で別途自己負担となります。
　ご希望の場合は看護師にお尋
　ねください。

昼食 12時　夕食 18時

:  16歳以上のご家族(パートナーやキーパーソン)2～3名
: 14:00~18:00の間 (病棟の面会受付時間17:00まで)
: 病棟ナースステーション(事前予約は不要です)
  ※ナースステーション前で面会用紙に記載後、看護師へお声かけください。
: 個室の場合 個室にて面会可能
  多床室(相部屋)の場合
  ● 患者さんがご自身で移動可能な場合
　  →できる限りデイルームをご利用ください。
　  →デイルームは交代でご使用ください。 
　● ご自身で移動できない場合
　  →お部屋で面会可能ですが、短時間での面会をお願いします。
: 面会時に直接患者さんにお渡しください。

感染症予防のため、以下の点にご協力をお願いいたします。
● 発熱、風邪症状、下痢などの体調不良がある方や、お子様連れでの面会はご遠慮ください。
● 新型コロナウイルスの流行状況等により、予告なく面会制限や面会禁止となる場合があります。
● 面会時は以下の点をお守りください。
　≫不織布マスクの着用　　≫飲食の禁止　　≫手指の消毒
● 患者さんの体調により、予告なく面会をお断りする場合があります。
　また、お部屋での面会時には、同室の患者さんへのご配慮をお願いいたします。
　静かにお過ごしください。(院内では、携帯電話は必ずマナーモードに設定してください。)
● 感染防止のため、空いているベッドの上には座らないでください。
ご不明な点がございましたら、病棟スタッフまでお声がけください。

■面 会 対 象 者
■面 会 可 能 時 間
■面 会 受 付 場 所

■面 会 場 所

■ 荷物の受け渡し





病棟名 料金（1日）個　室　名 病棟名 料金（1日）個　室　名

2階病棟

3階病棟

4階病棟

14,300円
11,000円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
5,500円
5,500円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
14,300円
11,000円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円

□417号室　　特C
□418号室　　特C
□422号室　　特C
□423号室　　特C
□426号室　　特C
□427号室　　特C
□401号室　　特E
□402号室　　特E
□515号室　　特A
□516号室　　特B
□506号室　　特C
□507号室　　特C
□513号室　　特C
□514号室　　特C
□517号室　　特C
□518号室　　特C
□522号室　　特C
□523号室　　特C
□526号室　　特C
□527号室　　特C
□501号室　　特E
□502号室　　特E
□12号室～
　　　　 □23号室

4階病棟

5階病棟

緩和ケア病棟

7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
5,500円
5,500円
14,300円
11,000円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
7,700円
5,500円
5,500円

5,500円

特別室料金表（税込み）

特別室（有料個室）に入室をご希望の方は、病棟師長にご相談ください。
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　当院は、入院医療費の算定にあたり、包括評価と出来高評価を組み合わせて計算する「ＤＰＣ対象病院」となっ
ております。
　２階病棟、３階病棟(結核ユニットを除く)、４階病棟、５階病棟での入院医療費の計算方法が対象となります。

入院医療費 ＝ 「１日あたりの定額医療費」 × 「入院日数」 × 「医療機関別係数」(※) + 出来高部分
※「医療機関別係数」とは、各医療機関の診療機能に応じて定められている一定の係数です。この係
数は、DPC制度を採用している医療機関によって異なります。

ＤＰＣ制度とは
　診療行為ごとに医療費を計算する従来の「出来高方式」とは異なり、入院患者の病名とその診療内容を
元に、厚生労働省が定めた１日あたりの医療費からなる包括評価部分（入院料、投薬、注射、検査、画像診
断等）と、出来高評価部分（手術、麻酔、リハビリ、指導料等）を組み合わせて計算する方式です。

入
院
基
本
料

投
薬
・
注
射

検　
査　
料

レ
ン
ト
ゲ
ン
・Ｃ
Ｔ
等

手
術
・
麻
酔
等

リ
ハ
ビ
リ

内
視
鏡
検
査
等

食　
事　
料

入
院
医
療
費

出
来
高
払
方
式

Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度

包
括
払
方
式

+

+

+ + + + + +

入院基本料
注射・投薬
検　査　料
レントゲン・ＣＴ等







包

括

部

分

病名とその診療
内容を元にした
１日あたり
定額医療費

出来高のまま

+
手術・麻酔等

リ ハ ビ リ

内視鏡検査等







出
来
高
部
分

食

事

料

入
院
医
療
費

※内視鏡検査等
一部の検査や処
置料は出来高で
計算します。

具体的には以下のような仕組みになります。

DPC対象病院について

令和8年8月1日改訂

□214号室　　特A
□215号室　　特B
□210号室　　特C
□211号室　　特C
□212号室　　特C
□213号室　　特C
□216号室　　特C
□217号室　　特C
□218号室　　特C
□219号室　　特C
□203号室　　特D
□204号室　　特D
□301号室　　特C
□309号室　　特C
□310号室　　特C
□311号室　　特C
□312号室　　特C
□415号室　　特A
□416号室　　特B
□406号室　　特C
□407号室　　特C
□413号室　　特C
□414号室　　特C
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Ｑ１．診断群分類別包括評価制度（ＤＰＣ）とはどのようなものですか。
Ａ１．従来の出来高方式では、注射・投薬、検査などはその回数・量に応じて医療費が計算されていました。
　　  ＤＰＣ方式では、病名とその診療内容を元にした１日あたりの定額医療費と出来高部分（手術、麻酔、
　　　リハビリ、指導料など）を合算して入院医療費を計算します。

Ｑ２．従来の出来高方式とＤＰＣ方式を自由に選ぶことはできますか。
Ａ２．出来高方式とＤＰＣ方式を選ぶことはできません。
　　  ＤＰＣ方式に該当する病棟での入院費の計算はＤＰＣ方式によります。ただし、次の場合は従来どおり
　　  の出来高方式での計算になります。
　　　　●労災、公災、交通事故での自賠責保険を使用される方、自費診療の方
　　　　●治験、および先進医療を入院で受けられる方
　　　　●入院後24時間以内に亡くなられた方
　　　　●ＤＰＣ対象外の病棟に入院される方（３階結核ユニット、緩和ケア病棟、重心病棟）
　　　　●その他厚生労働大臣が定める場合など
  　　また、外来での診療につきましては従来どおり「出来高方式」での計算になります。

Ｑ３．医療費は従来より高くなりますか。
Ａ３． ＤＰＣ方式と出来高方式を比べた場合、医療費が高くなることも安くなることもあります。
　　  以前、当院に同じ病名で入院されていたとしても、ＤＰＣ方式の場合では計算方法が異なりますので、
　　  単純に比較できない場合があります。

Ｑ４．医療費の支払い方法はどうなりますか。
Ａ４． 一部負担金の支払い方法は従来と変わりません。高額療養費等の健康保険制度についても従来どおりです。
　　 ただし、入院当初に計画した病名の分類が変更になった場合には、１日あたりの定額医療費が変わり請求額も
　　  変更となります。退院時等に前月分までのお支払額を調整させていただくことがありますのでご了承ください。

Ｑ５．食事療養費や個室料はどうなりますか。
Ａ５．  食事療養費や個室料はＤＰＣ方式の中には含まれていません。よって従来どおりの金額を別にご負担し
　　  ていただきます。

Ｑ６．入院期間が長くなった場合でも、１日あたりの定額医療費は変わりませんか。
Ａ６． ＤＰＣ方式の場合、１日あたりの定額医療費は３段階に区分されています。入院期間が長くなるほど、
　　 １日あたりの定額医療費は逓減します。また、各病名の区分ごとに定める期間を超えると出来高方式で
　　 の計算になります。

●入院中の処方・検査等について
　　 DPC制度は一つの疾患（診断群分類）に対して入院医療を行うことを前提とした制度です。
　　 入院が必要な病気についての治療は入院中に実施しますが、入院前でもできる検査等については入院前
　　 に外来で実施することがあります。また、緊急を要しない他の病気の治療や検査等をご希望された場合は、
　　 退院後にお願いすることがありますのでご了承ください。

●入院中の他医療機関の受診について
　　 入院中に他院を受診したり、かかりつけ医に家族の方がお薬をもらいに行ったりすることは、原則として出来
　　 ないことになっています。どうしても他院を受診する必要がある場合は看護師に必ずお申し出ください。

●「使用されているお薬」について
　　 使用中のお薬及びお薬手帳やお薬の説明書について、診療の一環として確認させていただくため入院の
　　 際はお持ち下さい。血液をサラサラにするお薬を飲まれている方は看護師にお申し出ください。不要な
　　 出血を避けるためです。          

ＤＰＣ制度に関する

患者さんへのお願い

Ｑ Ａ＆
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個人情報の利用目的について
当院では、利用目的の範囲内で患者さんの個人情報を一部利用させてい
ただくことがございます。これ以外の目的で利用させていただく必要が
生じた場合には、改めて患者さんから同意をいただくことにしております。

個人情報の開示・訂正・利用停止について
当院では、患者さんの個人情報の開示・訂正・利用停止等につきましても「個人情報保護に関する法律」
の規定に従って進めております。

　当院では、患者さんに安心して医療を受けていただくために、安全な医療をご提供するとともに、患者
さんの個人情報の取扱いにも注意を払っております。

手続きの詳細のほか、ご不明の点につきましては、患者相談窓口でお気軽におたずねください。

患者さんの個人情報の保護について

「患者の権利」宣言

基本
方針

　上記の宣言を、到達すべき実施目標として、全職員が日々努力致します。

１  がん、呼吸器疾患の専門病院として、高度で専門的な医療を提供します。

２  重症心身障害児（者）の専門施設として、きめ細やかな医療と療育を提供します。

３  十分な説明と同意に基づいた患者中心の医療を実践します。

４  臨床研究を推進し、医学の進歩に貢献します。

５  地域医療連携に努め、医療従事者、地域住民の医学教育、研修を行います。

１  個人の尊厳
　 患者は、常に一人の人間として、その人格・価値観が尊重され、大切に扱われる権利があります。
２  平等で最良の医療を受ける権利
　 患者は、どのような境遇（年齢、性別、障害の有無など）でも差別のない公平で、最良な医療を受ける
　 権利があります。
３  知る権利、自己決定権
　 患者は、病気の診断、検査・治療の効果と危険性、他の治療法について分かりやすい言葉で十分な説
　 明を受け、医療の内容を十分に理解し納得の上、自分の意思で適切な治療を選択し、受ける権利
　 があります。また、他の医療機関の意見（セカンドオピニオン）を聞くことができます。
４  プライバシーの権利
　 患者は、医療上得られた個人の情報やプライバシーを守られる権利があります。
５  情報公開の権利
　 患者は、自分が受けている治療について、情報提供を受ける権利があります。
６  健康教育を受ける権利
　 患者は、健康に関する教育を受ける権利があります。

●

●

　独立行政法人国立病院機構山口宇部医療センターは、患者中心の医療を実践するため、患者一人一
人の権利を明確にすることが大事であると考え、ここに「患者の権利」を次のように宣言します。

医療を受ける方へのお願い
❶ 病気についての正確な情報を医療者に伝えてください。
❷ 快適な医療環境を保つために病院の規則をお守りください。
❸ 病院における研修・教育・研究にご理解・ご協力ください。 
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	2026.7-入院のご案内ー4P
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